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第1954 回例会 

     

                              

 
 

 

地
域
社
会
の
経
済
発
展
月
間 

／
米
山
月
間 

令
和
６
年
10
月
31
日
（
木
） 

米
山
奨
学
生
卓
話 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
64
名 

出
席
計
算
数 59

名
中
50
名
出
席 

出
席
率

84
・
75
％ 

前
々
回
出
席
率

87
・
50
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
米
山
奨
学
生
奨
学
金
授
与 

★
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
・
米
山
記
念
奨
学
会

特
別
寄
付
の
お
願
い 

Ｒ
財
団
・
米
山
記
念
奨
学
委
員
長 

 
仲
林 

宏
昌 

★
米
山
奨
学
生
卓
話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
Ｒ-

Ｏ-

Ｔ-

Ａ-

Ｒ-

Ｙ
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

米
山
奨
学
生 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン 

米
山
奨
学
生
（
名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ
） 

バ
ト
サ
イ
ハ
ン
・ 

 
 

 
 

 
 

 

ボ
ダ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
さ
ん 

（
ジ
ェ
シ
ー
さ
ん
） 

ホ
ラ
ン
さ
ん
ご
友
人 

バ
ト
ネ
メ
フ
・
ス
ミ
ヤ
バ
ザ
ル
さ
ん 

（
ス
ミ
ヤ
さ
ん
） 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ホ
ラ
ン
さ
ん
、ジ
ェ
シ
ー
さ
ん
、ス
ミ
ヤ

さ
ん
、
本
日
の
卓
話
と
演
奏
、
楽
し
み

で
す
。 

飯
田 

昭
夫
・
藤
田 

 

澈 

杉
本 

忠
夫
・
川
島 

勇
基 

西
脇 

良
輔
・
堀 

 

曜
子 

安
江 

 

優
・
伊
藤 

宗
宏 

ホ
ラ
ン
卓
話
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

＋（
プ
ラ
ス
）
ゴ
ル
フ
残
り
で
す
。 

堀
江 

英
弥 

鬼
頭
さ
ん
、
前
回
の
卓
話
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ホ
ラ
ン
さ
ん
、
本
日

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

木
村 

吉
伸 

ホ
ラ
ン
さ
ん
卓
話
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

岡
部 

快
圓 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン
さ
ん
頑
張
っ

て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

横
井 

 

衞 

ホ
ラ
ン
さ
ん
、
卓
話
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

鬼
頭 

茂
成 

皆
さ
ん
ホ
ラ
ン
の
お
話
楽
し
み
に
し
て

い
て
下
さ
い
。宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

近
藤 

明
美 

猿
投
山
の
森
の
会
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

尾
上 

 

昇 

久
し
振
り
の
例
会
出
席
で
す
。 

木
村 

光
徳 

草
野
先
生
、
昨
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

岡
村 

隆
德 

  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

飯
田 
昭
夫 

本
日
は
、
ホ
ラ
ン
さ
ん
の
卓
話
に
友

人
・
ス
ミ
ヤ
さ
ん
の
演
奏
参
加
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
日
は
意
匠
権
侵
害
に
関
す

る
紹
介
で
す
。
今
年
７
月
９
日
、
花
王 

                    

株
式
会
社
は
、
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
株

式
会
社
よ
り
販
売
さ
れ
て
い
る
ア
イ
マ

ス
ク
「
モ
イ
ス
ク
ル 

じ
ん
わ
り
ホ
ッ
ト

ア
イ
マ
ス
ク
」
に
対
し
て
、
花
王
㈱
が

自
己
の
所
有
す
る
意
匠
権
（
登
録
１
３

３
０
６
２
９
号
）を
侵
害
す
る
と
し
て
、

２
０
２
４
年
７
月
２
日
、
東
京
地
方
裁

判
所
に
対
象
製
品
の
販
売
等
の
差
止
め

を
求
め
る
仮
処
分
の
申
立
て
を
行
っ
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。 

意
匠
権
侵
害
事
件
で
身
近
な
も
の
と

し
て
は
、
オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式

会
社
が
自
己
の
意
匠
権
を
株
式
会
社
タ

ニ
タ
が
侵
害
し
た
と
い
う
（
家
庭
用
体

重
計
）
事
件
が
過
去
に
あ
り
、
和
解
金

が
１
億
を
越
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
知
的
財
産
権
の
１
つ
と
し

て
意
匠
権
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
デ
ザ
イ
ン
に
つ
き
特
許
庁
が
審
査
し
、

登
録
し
て
独
占
権
を
与
え
た
も
の
で
す

の
で
、
強
力
な
権
利
で
す
。 

日
本
の
特
許
庁
の
意
匠
に
関
す
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
は
世
界
一
で
す
の
で
、
日

本
で
登
録
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

世
界
で
最
初
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
認
め

ら
れ
る
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
有
名

企
業
も
、
日
本
で
は
販
売
予
定
の
な
い

も
の
で
も
出
願
し
登
録
を
得
て
い
ま
す
。

意
匠
登
録
の
対
象
に
な
る
も
の
は
多
種

類
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
紹
介
し
ま
す
。 

自
社
製
品
で
な
く
て
も
、
販
売
し
て

い
る
こ
と
で
侵
害
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
、
本
日
の
挨
拶
を
終
わ
り
ま

す
。 

             

1676 
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米
山
奨
学
生
卓
話 

「
モ
ン
ゴ
ル
の
紹
介
と
魅
力
」 

２
０
２
３
・
２
０
２
４
学
年
度
（
２
年
）  

 
 

米
山
奨
学
生 
エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
お
久
し
ぶ

り
で
す
。
本
日
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
紹
介

と
魅
力
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
モ
ン

ゴ
ル
文
化
と
か
社
会
の
お
話
を
し
て
い

ま
し
た
が
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
、
ま
と

も
に
紹
介
し
た
こ
と
が
な
い
と
思
い
ま

し
て
、
こ
の
テ
ー
マ
を
選
び
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

モ
ン
ゴ
ル
は
ア
ジ
ア
の
中
央
部
に
位

置
し
て
お
り
、
共
和
制
国
家
で
す
。
北

は
ロ
シ
ア
、
南
は
中
国
と
国
境
を
接
し

て
い
る
内
陸
国
で
、
海
に
面
し
て
い
な

い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
面
積
は
１
５

６
万
４
，１
０
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

日
本
の
約
４
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人 

             

口
は
約
３
５
０
万

人
が
い
ま
す
。
首

都
は
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
で
、
21
県
、

３
３
０
の
村
が
あ

り
ま
す
。
首
都
に

住
ん
で
い
る
人
口

は
約
１
７
３
万
人

で
、
全
人
口
の
半

分
以
上
が
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
に
住
ん 

で
い
ま
す
。 

モ
ン
ゴ
ル
の
国
旗
は
縦
に
三
つ
の
帯

で
構
成
さ
れ
、
左
か
ら
赤
・
青
・
赤
の
順

に
並
ん
で
い
ま
す
。
中
央
の
青
は
「
空
」

を
象
徴
し
、
左
右
の
赤
は
「
繁
栄
と
力
」

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
左
側
の
赤
い
帯

に
は
「
ソ
ヨ
ン
ボ
（S

o
yo

m
b
o

）」
と

い
う
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な
シ
ン
ボ
ル

が
描
か
れ
て
お
り
、
火
、
水
、
地
、
太
陽
、

月
、
陰
陽
な
ど
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
独
立
や
自

由
陰
陽
調
和
な
ど
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。 

モ
ン
ゴ
ル
の
国
章
は
、
中
央
に
馬
が

描
か
れ
て
い
る
円
形
の
デ
ザ
イ
ン
で
、

モ
ン
ゴ
ル
の
大
草
原
で
の
自
由
や
平
和

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
繁

栄
や
発
展
を
表
し
て
い
ま
す
。 

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
内
で
は
伝
統
的

な
ゲ
ル
（
遊
牧
民
の
テ
ン
ト
住
居
）
も

見
ら
れ
る
一
方
、
近
年
は
高
層
ビ
ル
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も
増
え
、
現
代

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
は
世
界
的
に
も
「
最
も
寒
い 

     

 

首
都
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
、
厳

し
い
冬
の
環
境
が
特
色
で
す
。
12
月
か

ら
２
月
の
間
は
マ
イ
ナ
ス
20
度
～
マ
イ

ナ
ス
30
度
に
な
る
日
が
多
い
で
す
。
夏

は
短
い
で
す
が
、
７
月
が
最
も
気
温
が

高
く
、
温
暖
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
30

度
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
平

均
的
に
25
度
～
30
度
の
間
で
変
動
し

ま
す
。 

モ
ン
ゴ
ル
の
全
土
の
約
80
％
を
乾
燥

し
た
草
原
地
帯
が
占
め
て
お
り
、
８
％

ほ
ど
の
森
林
と
２
・
５
％
ほ
ど
の
ゴ
ビ

と
呼
ば
れ
る
砂
漠
が
占
め
て
い
ま
す
。

広
大
で
美
し
い
自
然
景
観
が
広
が
っ
て

い
て
、
多
く
の
遊
牧
民
が
家
畜
を
放
牧

す
る
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
草
原
に
は
、
標
高
の
高
い
ア
ル
タ

イ
山
脈
の
ふ
も
と
か
ら
ゴ
ビ
砂
漠
に
至

る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
形
が
存
在
し 

        

ま
す
。
広
大
な
土
地
に
点
在
す
る
ゲ
ル

は
、
遊
牧
民
の
生
活
の
象
徴
で
あ
り
、

草
原
と
一
体
と
な
っ
た
景
観
を
作
り
出

し
て
い
ま
す
。 

モ
ン
ゴ
ル
の
ゲ
ル
は
、
伝
統
的
な
遊

牧
民
の
移
動
式
住
居
で
す
。
移
動
す
る

遊
牧
民
の
生
活
に
合
わ
せ
、
約
２
時
間

で
組
み
立
て
可
能
の
家
で
す
。
円
形
の

構
造
で
、
木
製
の
骨
組
み
に
フ
ェ
ル
ト

や
キ
ャ
ン
バ
ス
の
布
が
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ゲ
ル
は
モ
ン
ゴ
ル
の
厳
し
い
気

候
に
適
応
し
て
お
り
、
夏
は
涼
し
く
、

冬
は
暖
か
い
特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ゲ
ル
は
簡
単
に
解
体
・
組
み
立
て
が
で

き
、
移
動
生
活
に
と
て
も
適
し
て
い
ま

す
。 

ま
た
、
ゲ
ル
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
生

活
文
化
や
家
族
の
つ
な
が
り
を
象
徴
し

て
お
り
、
都
市
部
で
も
伝
統
文
化
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
は
、
自
然
の
ま
ま

の
姿
が
保
た
れ
て
お
り
、
観
光
や
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
人
気
の
エ
リ
ア
で
す
。

特
に
乗
馬
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
広
大

な
自
然
を
感
じ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が

人
気
で
、
多
く
の
訪
問
者
が
自
然
と
触

れ
合
う
体
験
を
求
め
て
訪
れ
ま
す
。 

モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な
衣
装
「
デ
ー

ル（D
e
e
l

）」
は
、
何
世
紀
も
続
く
独
自

の
文
化
と
暮
ら
し
を
反
映
し
た
重
要
な

衣
装
で
す
。
デ
ー
ル
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の

遊
牧
民
の
生
活
に
適
し
た
ロ
ー
ブ
型
の

衣
装
で
、
主
に
防
寒
と
機
動
性
に
優
れ

た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で
す
。
長
袖
で 

首
元
か
ら
斜
め

に
ボ
タ
ン
が
並

び
、
左
側
に
重

ね
合
わ
せ
て
帯

で
結
び
ま
す
。

素
材
や
色
合
い
、

装
飾
は
地
域
や

用
途
に
よ
っ
て

多
種
多
様
で
す
。  

デ
ー
ル
は
一
般
的
に
以
下
の
よ
う
な

場
面
で
使
わ
れ
ま
す
： 

•

日
常
の
衣
装
と
し
て
：
日
常
的
な
デ

ー
ル
は
、
シ
ン
プ
ル
で
耐
久
性
の
あ

る
ウ
ー
ル
や
コ
ッ
ト
ン
な
ど
の
素
材

が
用
い
ら
れ
ま
す
。  

•

特
別
な
行
事
や
祭
り
用
：
特
別
な
デ

ー
ル
に
は
シ
ル
ク
や
刺
繍
が
施
さ
れ
、

美
し
い
装
飾
が
施
さ
れ
ま
す
。
ナ
ー

ダ
ム
祭
り
や
結
婚
式
な
ど
の
際
に
は
、

よ
り
華
や
か
で
豪
華
な
デ
ザ
イ
ン
の

デ
ー
ル
が
着
用
さ
れ
ま
す
。 

デ
ー
ル

は
単
な
る
衣
服
に
留
ま
ら
ず
、
モ
ン

ゴ
ル
人
の
誇
り
と
文
化
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。 

本
日
は
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な
４
つ

の
お
料
理
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
は
「
チ
ャ
ン
サ
ン
マ
ハ
（
茹
で

た
肉
）」で
す
。羊
肉
や
ヤ
ギ
肉
、牛
肉
、

馬
肉
を
使
用
し
、
大
き
な
塊
の
ま
ま
茹

で
る
の
が
特
徴
で
す
。
塩
の
み
で
味
付

け
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
民
の
生
活

に
根
ざ
し
た
調
理
法
で
作
ら
れ
ま
す
。

調
理
の
際
、
骨
付
き
の
肉
を
大
鍋
に
入

れ
、
水
を
加
え
て
ゆ
っ
く
り
と
煮
込
み 
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ま
す
。
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
方
法
で
、
肉

の
旨
味
が
引
き
出
さ
れ
、
柔
ら
か
く
仕

上
が
り
ま
す
。
家
庭
で
は
家
族
や
親
し

い
友
人
た
ち
と
、
茹
で
た
肉
を
そ
の
ま

ま
切
り
分
け
、
手
で
持
っ
て
食
べ
る
の

が
一
般
的
で
、
豪
快
な
食
べ
方
が
魅
力

で
す
。 

次
に
ボ
ー
ズ
（B

u
u
z

） 

蒸
し
た
小

さ
な
餃
子
の
よ
う
な
料
理
で
、
通
常
、

羊
肉
や
牛
肉
、
玉
ね
ぎ
な
ど
を
具
に
し

た
肉
ダ
ネ
を
小
麦
粉
の
皮
で
包
み
、
蒸

し
て
調
理
し
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
の
重
要

な
イ
ベ
ン
ト
や
祝
日
に
欠
か
せ
な
い
料

理
で
す
。 

ホ
ー
シ
ョ
ー
ル
（K

h
u
u
sh

u
u
r

） 

揚
げ
餃
子
に
似
た
料
理
で
、
小
麦
粉
で 

 

                  

作
っ
た
皮
に
肉
を
詰
め
、
油
で
揚
げ
て

作
り
ま
す
。
パ
リ
ッ
と
し
た
食
感
と
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
肉
の
味
わ
い
が
特
徴
で

す
。 最

後
に
ホ
ル
ホ
グ
（K

h
o
rk

h
o
g

）

と
い
う
伝
統
的
な
お
料
理
を
紹
介
し
ま

す
。 

石
焼
き
肉
の
一
種
で
、
主
に
山
羊

肉
で
作
ら
れ
ま
す
。
石
と
一
緒
に
容
器

に
入
れ
て
焼
く
こ
と
で
肉
が
柔
ら
か
く
、

風
味
豊
か
に
な
り
ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア

で
の
調
理
が
一
般
的
で
、
特
別
な
行
事

や
お
祝
い
の
際
に
よ
く
作
ら
れ
ま
す
。 

ど
れ
も
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
、
素
材

の
味
を
引
き
出
し
た
シ
ン
プ
ル
で
滋
味

深
い
料
理
で
す
。 

モ
ン
ゴ
ル
の
畜
産
業
は
国
の
主
要
な

産
業
の
１
つ
で
、重
要
な
収
入
源
で
す
。

モ
ン
ゴ
ル
の
家
畜
の
総
数
は
６
，４
０
０

万
頭
で
す
。
乳
製
品
や
肉
製
品
、
カ
シ

ミ
ヤ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
畜
産
業
は
、

国
の
経
済
や
文
化
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
食
料

供
給
、
衣
料
品
、
輸
送
手
段
、
さ
ら
に
は

経
済
的
な
収
入
源
と
し
て
も
重
要
で
す
。 

モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
家
畜
と
し
て
５
種

類
の
動
物
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。 

①
馬 : 

モ
ン
ゴ
ル
の
象
徴
的
な
動
物
で

あ
り
、
輸
送
や
農
作
業
に
利
用
さ
れ

る
ほ
か
、
競
馬
や
伝
統
的
な
祭
り
で

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。 

②
羊 : 

羊
毛
や
肉
の
供
給
源
で
あ
り
、

特
に
ウ
ー
ル
産
業
に
お
い
て
重
要
で

す
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
ラ
ム
肉
は
一

般
的
な
食
材
で
す
。 

③
ヤ
ギ : 

カ
シ
ミ
ヤ
ヤ
ギ
が
特
に
有
名

で
、
高
品
質
な
カ
シ
ミ
ヤ
製
品
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。
冬
の
寒
さ
か
ら

守
る
た
め
、
特
に
厳
し
い
環
境
に
適

応
し
て
い
ま
す
。  

④
牛 : 

乳
製
品
の
生
産
に
重
要
で
、
肉

も
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。 

⑤
ラ
ク
ダ : 

砂
漠
地
帯
で
の
移
動
手
段

と
し
て
利
用
さ
れ
、
特
に
オ
ア
シ
ス

地
域
で
重
要
で
す
。  

モ
ン
ゴ
ル
の
観
光
地
と
し
て
３
つ
を

紹
介
し
ま
す
。 

①
ツ
ォ
ン
ジ
ン
ボ
ル
ド
グ
（T

so
n
jin

 

B
o
ld

o
g

）: 

ツ
ォ
ン
ジ
ン
ボ
ル
ド
グ

は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
説
的
な
英
雄
で

あ
る
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
生
誕
地
と

さ
れ
る
場
所
で
す
。
こ
こ
に
は
巨
大

な
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
像
が
立
っ
て
お

り
、高
さ
は
40
メ
ー
ト
ル
以
上
で
す
。

周
囲
に
は
美
し
い
草
原
が
広
が
っ
て

お
り
、
観
光
客
は
歴
史
や
文
化
を
学

び
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
風
景
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

          

・
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
騎
馬
像 

ツ
ォ
ン
ジ
ン
ボ
ル
ド
グ 

②
ア
ル
タ
イ
タ
ワ
ン
ボ
グ
ド
（A

lta
i 

T
a
v
a
n
 B

o
g
d

）: 

ア
ル
タ
イ
タ
ワ

ン
ボ
グ
ド
国
立
公
園
は
、
モ
ン
ゴ
ル

の
西
部
に
位
置
し
、
五
つ
の
聖
な
る

山（
タ
ワ
ン
ボ
グ
ド
）が
あ
り
ま
す
。

美
し
い
氷
河
、湖
、草
原
が
広
が
り
、

登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
適
し
た
場

所
で
す
。
特
に
、
ホ
ブ
ダ
川
や
オ
ー

ヤ
湖
は
、
自
然
の
美
し
さ
を
堪
能
で

き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
多
様
な
動
植

物
が
生
息
し
て
お
り
、
探
検
や
野
生

動
物
観
察
も
楽
し
め
ま
す
。 

          

・
ア
ル
タ
イ
タ
ワ
ン
ボ
グ
ド 

国
立
公
園 

 
 

③
フ
ブ
ス
グ
ル
湖
（K

h
u

v
s
g
u

l L
a
 

-
k
e

）
は
、
モ
ン
ゴ
ル
北
部
に
位
置

す
る
美
し
い
淡
水
湖
で
、「
モ
ン
ゴ
ル

の
青
い
真
珠
」
と
も
呼
ば
れ
る
自
然

の
宝
で
す
。
モ
ン
ゴ
ル
人
は
フ
ブ
ス

グ
ル
海
と
も
呼
ん
で
い
ま
す
。
ロ
シ

ア
と
の
国
境
に
近
く
、
ア
ル
タ
イ
山

脈
の
一
部
で
あ
る
サ
ヤ
ン
山
脈
の
麓

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
湖
は
長
さ
１

３
６
km
、
最
大
幅
は
35

km
、
そ
し

て
深
さ
は
２
６
７
ｍ
に
達
し
、
モ
ン 

         

ゴ
ル
国
内
で
最
大
の
淡
水
湖
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
湖
は
魚
類
、
野
生

動
物
、
さ
ら
に
は
様
々
な
植
物
に
と

っ
て
も
重
要
な
生
息
地
と
な
っ
て
お

り
、
観
光
地
と
し
て
も
非
常
に
人
気

が
あ
り
ま
す
。
湖
周
辺
で
は
、
モ
ン

ゴ
ル
の
遊
牧
文
化
を
体
験
で
き
る
キ

ャ
ン
プ
や
乗
馬
、
冬
に
は
湖
が
凍
結

し
て
ス
ケ
ー
ト
や
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

最
後
は
本
日
の
特
別
な
テ
ー
マ
と
な

り
ま
す
。
モ
リ
ン
ホ
ー
ル
を
紹
介
し
ま

す
。「
馬
頭
琴
・
ば
と
う
き
ん
」
と
も
呼

よ
ば
れ
ま
す
。
２
本
の
弦
を
も
っ
て
い

て
、弓
を
使
っ
て
音
を
出
す
楽
器
で
す
。

「
モ
リ
ン
」
と
は
馬
と
い
う
意
味
で
、

台
形
の
共
鳴
胴
（
き
ょ
う
め
い
ど
う
・

音
を
よ
く
ひ
び
か
せ
る
た
め
の
箱
）
か

ら
の
び
る
棹
の
先
に
は
、
馬
の
頭
の
形

を
し
た
ほ
り
物
が
付
い
て
い
ま
す
。 

弦
と
弓
に
は
馬
の
し
っ
ぽ
の
毛
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。昔
は
、共
鳴
胴
に
は
、

動
物
の
皮
が
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
ほ
と
ん
ど
が
木
製
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。 
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モ
リ
ン
ホ
ー
ル
は
、

モ
ン
ゴ
ル
の
人
々
に

と
っ
て
特
別
な
民
族

楽
器
で
、
独
奏
、
合

奏
，歌
の
伴
奏
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
リ
ン
と
同
じ

よ
う
に
弦
を
こ
す
っ

て
音
を
出
す
楽
器
で

す
が
、
バ
イ
オ
リ
ン 

と
は
ち
が
う
、
ど
こ
か
の
ど
か
で
、
人

の
声
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
し
っ
と
り
と

し
た
音
色
が
魅
力
的
で
す
。 

そ
れ
で
、
本
日
は
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
馬

頭
琴
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

し
て
、
友
達
を
本
日
の
例
会
に
連
れ
て

き
ま
し
た
。
ス
ミ
ヤ
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
馬
頭
琴
の
演
奏

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

              

ス
ミ
ヤ
さ
ん
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ
で
は
、
本
日
の
発
表
は
以
上
と

な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

  

米
山
奨
学
生
奨
学
金
授
与 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン 

 
 

       
 

 

 

 
 

 
  

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

世
界
中
で
活
躍
す
る
「
行
動
人
」 

２
０
２
４
年
11
月
（
一
部
抜
粋
） 

ブ
ル
ガ
リ
ア 

２
０
０
７
年
、
ソ
フ
ィ
ア
・
バ
ル
カ

ン
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
と
国

立
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
と
協
力
し
て
、

車
い
す
利
用
者
向
け
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
ま
し
た
。 

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
在
も
成
長

を
続
け
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
同 

ク
ラ
ブ
は
、

欧
州
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
連
盟

の
コ
ー
チ
を

呼
び
寄
せ
、

選
手
へ
の
指

導
を
提
供
し
、

審
判
の
ス
キ

ル
を
磨
い
て

い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
支 

援
の
た
め
に
ロ
ー
タ
リ
ー
地
域
社
会
共

同
隊
も
設
立
し
ま
し
た
。 

去
る
２
月
13
日
に
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー

ゾ
ー
ン
の
イ
ベ
ン
ト
に
付
随
し
た
親
善

試
合
で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
チ
ー
ム
が
セ
ル

ビ
ア
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し
た
。
こ
の

試
合
で
は
、
当
時
の
ゴ
ー
ド
ン
・
マ
ッ

キ
ナ
リ
ー
元
Ｒ
Ｉ
会
長
が
、
開
始
の
ホ

イ
ッ
ス
ル
を
鳴
ら
し
、
ボ
ー
ル
を
ト
ス

し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
代
表
的
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
誇
り
で
あ

る
と
、
元
ク
ラ
ブ
会
長
の
ク
ラ
シ
ミ
ー

ル
・
べ
セ
リ
ノ
フ
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

ま
た
、
い
く
つ
か
の
障
害
者
擁
護
団
体

が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
た

め
に
署
名
し
ま
し
た
。 

 ケ
ニ
ア 

ナ
イ
ロ
ビ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

子
ど
も
の
発
達
に
と
っ
て
の
睡
眠
の
重

要
性
を
認
識
し
、
２
０
２
４
年
に
８
，０

０
０
人
の
児
童
に
睡
眠
キ
ッ
ト
を
提
供

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
期
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
節
目
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
16
年
間
に
わ
た
り
、
同

ク
ラ
ブ
は
ト
ロ
ン
ト
に
拠
点
を
置
く
慈

善
団
体
「S

le
e
p

in
g
 

C
h

ild
re

n
 

A
ro

u
n

d
 th

e
 W

o
rld

」
と
提
携
し
、

約
４
０
０
万
ド
ル
の
費
用
で
計
８
万
人

の
子
ど
も
た
ち
に
睡
眠
キ
ッ
ト
を
提
供

し
て
き
た
と
、
同
ク
ラ
ブ
会
員
の
ム
ン

ビ
・
キ
ン
グ
さ
ん
は
話
し
ま
す
。 

各
キ
ッ
ト
に
は
、
マ
ッ
ト
や
マ
ッ
ト

レ
ス
、
寝
具
、
蚊
帳
の
ほ
か
に
、
学
用
品

や
衣
服
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ

り
良
い
睡
眠
は
健
康
や
学
業
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
キ
ッ
ト
が

こ
ど
も
た
ち
の
生
活
に
非
常
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
す
、
と
キ
ン
グ
さ
ん
は

言
い
ま
す
。
去
る
２
月
、
ナ
イ
ロ
ビ
の

20
人
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
、
ケ
ニ
ア
山

麓
の
ナ
ロ
・
モ
ル
の
町
や
マ
サ
イ
・
マ

ー
ラ
地
域
を
含
む
そ
の
他
の
村
で
、
５

日
間
に
わ
た
っ
て
キ
ッ
ト
を
配
達
し
ま

し
た
。
キ
ン
グ
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
ま
す
。「
暑
さ
さ
え
も
、
チ
ー
ム

が
村
を
訪
問
し
た
り
、
家
族
ら
と
交
流 

し
た
り
す
る

こ
と
を
止
め

る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で

し
た
」 
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11
月
14
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会 

11
月
21
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

会
員
卓
話 

「
我
が
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」 

岡
部 

快
圓
さ
ん  

11
月
28
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

会
員
卓
話 

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
今
昔 

—

人
は
、
何
故
山
に
登
る
の
か—

」 

尾
上 

 

昇
さ
ん  

・
台
湾
・
桃
園
東
陽
Ｒ
Ｃ
会
長
挨
拶 

・
バ
ナ
ー
交
換
（
桃
園
東
陽
Ｒ
Ｃ
・ 

桃
園
朝
陽
Ｒ
Ｃ
・
桃
園
向
陽
Ｒ
Ｃ
） 

12
月
５
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

年
次
総
会 

 

24-

25
年
度
地
区
大
会 

11
月
９
日
（
土
）
～
10
日
（
日
） 

地
区
大
会
【
大
会
１
日
目
】
９
日 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル  

本
会
議  

開
会
15
時
00
分 

閉
会
17
時
30
分 

地
区
大
会
【
大
会
２
日
目
】
10
日 

於 

名
古
屋
国
際
会
議
場  

本
会
議 

受
付
11
時
00
分 

開
会
13
時
00
分 

閉
会
17
時
30
分 

*

17
時
00
分
か
ら
変
更 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

横
川 

誠
人 

深
谷 

昭
広
・
小
笠
原
和
俊 

小
澤 

幸
男
・
黒
岩 

麗
子 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ


